
(57)【要約】

【課題】容易に分解できる溶着部品を提供する。

【解決手段】現像剤撹拌部材４０を裏側から見たときに

は凹部５６の開口が見える。この開口からマイナスドラ

イバ４２のような固いものの先端部を凹部５６の開口か

ら奥へ差し込み、軸部材５０から押え板６０とシート材

７０を引き離すようにマイナスドライバ４２を捻る。こ

の捻る力は凹部５６の隅部に集中してこの隅部から、亀

裂５９が隅部の反対側に伝播して溶着用エンボス５４が

破壊される。この結果、現像剤撹拌部材４０が軸部材５

０、押え板６０、及びシート材７０の３部品に容易に分

解されてこれらをリサイクルできる。

【選択図】図３

JP 2006-1065 A 2006.1.5



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
凸 部 が 形 成 さ れ た 第 １ 部 品 の 該 凸 部 を 、 孔 が 形 成 さ れ た 第 ２ 部 品 の 該 孔 に 差 し 込 ん で 該 凸
部 の 先 端 部 を 前 記 孔 か ら 突 出 さ せ 、 こ の 突 出 し た 部 分 を 溶 融 し て 前 記 第 １ 部 品 と 前 記 第 ２
部 品 が 固 定 さ れ た 溶 着 部 品 に お い て 、
　 前 記 第 １ 部 品 は 、
　 前 記 凸 部 の 近 傍 に 、 溶 着 部 品 の 分 解 時 に 工 具 が 挿 入 さ れ る 凹 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 溶 着 部 品 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 部 品 の 凹 部 は 、
　 そ の 開 口 が 外 部 に 露 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 溶 着 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ 部 品 は 、
　 前 記 凸 部 の 近 傍 に 、 前 記 第 １ 部 品 の 凹 部 ま で 貫 通 し た 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の 溶 着 部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 部 品 の 前 記 凸 部 は 、
　 そ の 根 元 部 分 に 切 欠 き が 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ に 記 載
の 溶 着 部 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 溶 着 を 利 用 し て 複 数 の 部 品 を 固 定 し て 作 製 さ れ た 溶 着 部 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 溶 着 を 利 用 し て 複 数 の 部 品 を 固 定 す る こ と に よ り 溶 着 部 品 が 作 製 さ れ て い る 。 溶
着 部 品 の 一 例 を 図 ８ と 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 、 溶 着 前 の 部 品 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ９ は 、 溶 着 さ れ て 固 定 さ れ た 溶 着 部 品 を
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 溶 着 を 利 用 し て 部 品 １ ０ と 部 品 ２ ０ を 固 定 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 鋼 製 の 部 品 １ ０ に は 、 孔 （ 貫 通 孔 ） １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 樹 脂 製 の 部 品 ２ ０ に
は 、 孔 １ ２ に 差 し 込 ま れ る エ ン ボ ス ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 溶 着 を 利 用 し て 部 品 １ ０ と 部
品 ２ ０ を 固 定 す る に 際 し て は 、 エ ン ボ ス ２ ２ を 孔 １ ２ に 差 し 込 ん で エ ン ボ ス ２ ２ の 先 端 部
を 孔 １ ２ か ら 突 出 さ せ る 。 続 い て 、 熱 又 は 超 音 波 等 の 振 動 を エ ン ボ ス ２ ２ に 加 え て エ ン ボ
ス ２ ２ の 先 端 部 を 半 球 状 に 溶 融 し て 溶 融 部 ３ ２ を 形 成 す る こ と に よ り 部 品 １ ０ と 部 品 ２ ０
を 互 い に 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 部 品 １ ０ と 部 品 ２ ０ が 強 固 に 固 定 さ れ た 溶 着 部 品 ３ ０ が
作 製 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 近 年 、 各 種 部 品 や 部 材 等 の リ サ イ ク ル が 盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 上 記 し た 溶
着 部 品 ３ ０ を 分 解 し て リ サ イ ク ル す る 場 合 、 半 球 状 の 溶 融 部 ３ ２ を 破 壊 し て 溶 着 部 品 ３ ０
を 部 品 １ ０ と 部 品 ２ ０ と に 分 解 す る 。 溶 融 部 ３ ２ は 強 固 な も の で あ り 、 こ れ を 破 壊 す る に
は 非 常 に 大 き な 力 が 必 要 と な る 。 ま た 、 溶 融 部 ３ ２ を 破 壊 す る 際 に は 、 部 品 １ ０ と 部 品 ２
０ を 互 い に 反 対 方 向 に 引 っ 張 り 合 う の で 、 溶 融 部 ３ ２ に 力 が 作 用 し に く く て 分 解 性 に 劣 る
と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み 、 容 易 に 分 解 で き る 溶 着 部 品 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 溶 着 部 品 は 、 凸 部 が 形 成 さ れ た 第 １ 部 品 の 該 凸 部 を
、 孔 が 形 成 さ れ た 第 ２ 部 品 の 該 孔 に 差 し 込 ん で 該 凸 部 の 先 端 部 を 前 記 孔 か ら 突 出 さ せ 、 こ
の 突 出 し た 部 分 を 溶 融 し て 前 記 第 １ 部 品 と 前 記 第 ２ 部 品 が 固 定 さ れ た 溶 着 部 品 に お い て 、
（ １ ） 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 凸 部 の 近 傍 に 、 溶 着 部 品 の 分 解 時 に 工 具 が 挿 入 さ れ る 凹 部 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、
（ ２ ） 前 記 第 １ 部 品 の 凹 部 は 、 そ の 開 口 が 外 部 に 露 出 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、
（ ３ ） 前 記 第 ２ 部 品 は 、 前 記 凸 部 の 近 傍 に 、 前 記 第 １ 部 品 の 凹 部 ま で 貫 通 し た 穴 部 を 有 し
て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、
（ ４ ） 前 記 第 １ 部 品 の 前 記 凸 部 は 、 そ の 根 元 部 分 に 切 欠 き が 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ
い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 溶 着 部 品 に よ れ ば 、 第 １ 部 品 と 第 ２ 部 品 の 素 材 が 互 い に 異 な っ た も の で あ っ て
も 、 第 １ 部 品 の 凹 部 に 例 え ば マ イ ナ ス ド ラ イ バ の 先 端 を 差 し 込 ん で 適 宜 の 方 向 に 捻 る こ と
に よ り 、 第 １ 部 品 の 凸 部 を 折 っ て 破 壊 で き る の で 、 溶 着 部 品 を 容 易 に 分 解 で き て リ サ イ ク
ル で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 １ 部 品 の 凹 部 は 、 第 ２ 部 品 の 孔 に つ な が っ て い な い 位 置 に 形 成 さ れ た も の で あ
る 場 合 は 、 凸 部 の 溶 融 し た 部 分 が 凹 部 に 入 り 込 ま な い の で 、 溶 着 不 良 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 第 １ 部 品 の 凸 部 は 、 そ の 根 元 部 分 に 切 欠 き が 形 成 さ れ た も の で あ る 場 合 は 、 凸
部 を 折 っ て 破 壊 す る と き に 切 欠 き に 応 力 が 集 中 す る の で 、 溶 着 部 品 を い っ そ う 容 易 に 分 解
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 現 像 装 置 の 内 部 に 配 置 さ れ て 現 像 剤 を 撹 拌 す る 現 像 剤 撹 拌 部 材 に 本 発 明 を 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ か ら 図 ４ ま で を 参 照 し て 実 施 例 １ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 組 み 立 て ら れ た 現 像 剤
撹 拌 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ の Ａ ― Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 ド ラ イ バ の
先 端 を 凹 部 に 差 し 込 ん で 現 像 剤 撹 拌 部 材 を 分 解 し て い る 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 現 像 剤 撹 拌 部 材 ４ ０ （ 本 発 明 に い う 溶 着 部 品 の 一 例 で あ る ） は 、 軸 部 材 ５ ０ （ 本 発 明 に
い う 第 １ 部 品 の 一 例 で あ る ） 、 ス テ ン レ ス 製 の 押 え 板 ６ ０ （ 本 発 明 に い う 第 ２ 部 品 の 一 例
で あ る ） 、 及 び 軸 部 材 ５ ０ と 押 え 板 ６ ０ の 間 に 挟 み 込 ま れ る シ ー ト 材 ７ ０ （ 本 発 明 に い う
第 ２ 部 品 の 一 例 で あ る ） か ら な る 。 こ れ ら 軸 部 材 ５ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ ー ト 材 ７ ０ の
長 さ は ほ ぼ 同 じ で あ る 。 押 え 板 ６ ０ の 厚 さ は 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で あ る 。 シ ー ト 部 材 ７ ０ の 厚 さ
は 約 ３ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 軸 部 材 ５ ０ に は 、 押 え 板 ６ ０ と シ ー ト 材 ７ ０ を 位 置 決 め す る た め の 複 数 の 位 置 決 め 用 エ
ン ボ ス ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 押 え 板 ６ ０ と シ ー ト 材 ７ ０ に は 、 位 置 決 め 用 エ ン ボ ス ５ ２
が 差 し 込 ま れ る 位 置 決 め 用 孔 ６ ２ ， ７ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 軸 部 材 ５ ０ と 押 え 板 ６ ０ の 間
に シ ー ト 材 ７ ０ を 挟 み 込 ん で 現 像 剤 撹 拌 部 材 ４ ０ を 組 み 立 て る と き は 、 位 置 決 め 用 エ ン ボ
ス ５ ２ を 位 置 決 め 用 孔 ６ ２ ， ７ ２ に 差 し 込 ん で 嵌 め 合 わ す 。 こ れ に よ り 、 こ れ ら 軸 部 材 ５
０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ ー ト 材 ７ ０ を 正 確 に 位 置 決 め で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 軸 部 材 ５ ０ に は 、 位 置 決 め 用 エ ン ボ ス ５ ２ に 並 ん で 複 数 の 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ （
本 発 明 に い う 凸 部 の 一 例 で あ る ） が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ は 、 軸 部
材 ５ ０ の 長 手 方 向 に 並 ん で い る 。 押 え 板 ６ ０ と シ ー ト 材 ７ ０ に は 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ が
差 し 込 ま れ る 溶 着 用 孔 ６ ４ ， ７ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ の 外 径 は 溶 着 用
孔 ６ ４ ， ７ ４ の 内 径 よ り も や や 小 さ い 。 位 置 決 め 用 エ ン ボ ス ５ ２ を 位 置 決 め 用 孔 ６ ２ ， ７
２ に 差 し 込 ん で 軸 部 材 ５ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ ー ト 材 ７ ０ を 正 規 の 位 置 に 位 置 決 め を す
る こ と に よ り 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ は 溶 着 用 孔 ６ ４ ， ７ ４ に 差 し 込 ま れ る 。 溶 着 用 エ ン ボ
ス ５ ４ が 溶 着 用 孔 ６ ４ ， ７ ４ に 差 し 込 ま れ た 状 態 で は 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ の 先 端 部 が 押
え 板 ６ ０ の 表 面 か ら 数 ミ リ ほ ど 突 出 し て い る （ 飛 び 出 て い る ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 軸 部 材 ５ ０ の う ち 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ の 近 傍 の 部 分 に は 凹 部 ５ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ
の 凹 部 ５ ６ は 、 複 数 の 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ の 近 傍 そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 深 さ は
約 １ ． ０ ｍ ｍ か ら 約 １ ． ５ ｍ ｍ ま で の 間 で あ る 。 ま た 、 こ の 位 置 決 め し た 状 態 に お い て 、
凹 部 ５ ６ の 開 口 は 外 部 に 露 出 し て い る 。 即 ち 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 ４ ０ を
裏 側 か ら 見 た と き に 、 凹 部 ５ ６ の 開 口 が 見 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ を 溶 着 し て 軸 部 材 ５ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ ー ト 材 ７ ０ を 互 い に 固
定 す る に 際 し て は 、 熱 又 は 超 音 波 等 の 振 動 を 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ に 加 え て こ れ を 溶 融 す る
。 こ れ に よ り 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ の う ち 押 え 板 ６ ０ の 表 面 か ら 突 出 し て い る 先 端 部 は 、
図 ３ に 示 す よ う に 、 半 球 部 ５ ８ に な る 。 こ の 半 球 部 ５ ８ の 直 径 は 、 溶 着 用 孔 ６ ４ ， ７ ４ の
内 径 よ り も 大 き く て こ れ ら を 塞 ぐ よ う に な る 。 こ の 結 果 、 軸 部 材 ５ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び
シ ー ト 材 ７ ０ が 互 い に 強 固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の よ う に 軸 部 材 ５ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ ー ト 材 ７ ０ が 互 い に 強 固 に 固 定 さ れ た 現
像 剤 撹 拌 部 材 ４ ０ を 分 解 す る 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 ４ ０ を 裏 側 か ら 見 た と き に は 凹 部 ５ ６ の 開 口 が 見 え る
。 そ こ で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の 開 口 か ら 工 具 例 え ば マ イ ナ ス ド ラ イ バ ４ ２ の よ う な 固
い も の の 先 端 部 を 凹 部 ５ ６ の 開 口 か ら 奥 へ 差 し 込 み 、 軸 部 材 ５ ０ か ら 押 え 板 ６ ０ と シ ー ト
材 ７ ０ を 引 き 離 す よ う に マ イ ナ ス ド ラ イ バ ４ ２ を 捻 る 。 こ の 捻 る 力 は 凹 部 ５ ６ の 隅 部 に 集
中 し て こ の 隅 部 か ら 、 図 ３ に 示 す よ う な 亀 裂 ５ ９ が 隅 部 の 反 対 側 に 伝 播 し て 溶 着 用 エ ン ボ
ス ５ ４ が 破 壊 さ れ る 。 こ の 結 果 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 ４ ０ が 軸 部 材 ５ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ
ー ト 材 ７ ０ の ３ 部 品 に 容 易 に 分 解 さ れ て こ れ ら を リ サ イ ク ル で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ を 参 照 し て 実 施 例 ２ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 、 実 施 例 ２ の 現 像 剤 撹 拌 部 材 を 切 断 し て 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ３ と 同 様 に 切 断 し
た も の で あ る 。 図 ５ で は 、 図 ３ に 示 す 構 成 要 素 と 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 が 付 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ に 示 す 現 像 剤 撹 拌 部 材 ８ ０ が 実 施 例 １ の 現 像 剤 撹 拌 部 材 ４ ０ と 相 違 す る 点 は 、 軸 部
材 ９ ０ （ 本 発 明 に い う 第 １ 部 品 の 一 例 で あ る ） の 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の 形 状 に あ る 。 実 施
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例 １ の 軸 部 材 ５ ０ の 溶 着 用 エ ン ボ ス ５ ４ は 円 柱 状 の も の で あ り 、 そ の 根 元 部 分 に は 切 欠 き
が な い 。 こ れ に 対 し 、 実 施 例 ２ の 軸 部 材 ９ ０ の 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の 根 元 部 分 に は 切 欠 き
９ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 切 欠 き ９ ５ に は 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ に 作 用 す る 応 力 が 集 中
す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の よ う に 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の 根 元 部 分 に 切 欠 き ９ ５ が 形 成 さ れ て い る 場 合 に つ い
て 、 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ ー ト 材 ７ ０ が 互 い に 強 固 に 固 定 さ れ た 現 像 剤 撹 拌 部
材 ８ ０ を 分 解 す る 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 １ と 同 様 に 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 ８ ０ を 裏 側 か ら 見 た と き に は 凹 部 ９ ６ の 開 口 が 見 え
る 。 そ こ で 、 図 ４ に 示 す と 同 様 に 、 こ の 開 口 か ら マ イ ナ ス ド ラ イ バ ４ ２ （ 図 ４ 参 照 ） の よ
う な 固 い も の の 先 端 部 を 凹 部 ９ ６ の 開 口 か ら 奥 へ 差 し 込 み 、 軸 部 材 ９ ０ か ら 押 え 板 ６ ０ と
シ ー ト 材 ７ ０ を 引 き 離 す よ う に マ イ ナ ス ド ラ イ バ ４ ２ を 捻 る 。 こ の 捻 る 力 は 溶 着 用 エ ン ボ
ス ９ ４ の 切 欠 き ９ ５ に 集 中 し て こ の 隅 部 か ら 、 図 ５ に 示 す よ う な 亀 裂 ９ ９ が 切 欠 き ９ ５ の
反 対 側 に 伝 播 し て 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ が 破 壊 さ れ る 。 こ の 結 果 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 ８ ０ が 軸
部 材 ９ ０ 、 押 え 板 ６ ０ 、 及 び シ ー ト 材 ７ ０ の ３ 部 品 に 容 易 に 分 解 さ れ て こ れ ら を リ サ イ ク
ル で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ と 図 ７ を 参 照 し て 実 施 例 ３ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 、 実 施 例 ３ の 現 像 剤 撹 拌 部 材 １ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ７ は 、 図 ６ の Ｂ ― Ｂ
断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て は 、 図 ５ に 示 す 構 成 要 素 と 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の
符 号 が 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 ３ の 現 像 剤 撹 拌 部 材 １ ０ ０ （ 本 発 明 に い う 溶 着 部 品 の 一 例 で あ る ） は 、 軸 部 材 ９
０ （ 本 発 明 に い う 第 １ 部 品 の 一 例 で あ る ） 、 ス テ ン レ ス 製 の 押 え 板 １ １ ０ （ 本 発 明 に い う
第 ２ 部 品 の 一 例 で あ る ） 、 及 び 軸 部 材 ９ ０ と 押 え 板 １ １ ０ の 間 に 挟 み 込 ま れ る シ ー ト 材 １
２ ０ （ 本 発 明 に い う 第 ２ 部 品 の 一 例 で あ る ） か ら な る 。 こ れ ら 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 １ １ ０
、 及 び シ ー ト 材 １ ２ ０ の 長 さ は ほ ぼ 同 じ で あ る 。 押 え 板 １ １ ０ の 厚 さ は 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で あ
る 。 シ ー ト 部 材 １ ２ ０ の 厚 さ は 約 ３ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 軸 部 材 ９ ０ に は 、 押 え 板 １ １ ０ と シ ー ト 材 １ ２ ０ を 位 置 決 め す る た め の 複 数 の 位 置 決 め
用 エ ン ボ ス ９ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 押 え 板 １ １ ０ と シ ー ト 材 １ ２ ０ に は 、 位 置 決 め 用 エ ン
ボ ス ９ ２ が 差 し 込 ま れ る 位 置 決 め 用 孔 １ １ ２ ， １ ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 軸 部 材 ９ ０ と 押
え 板 １ １ ０ の 間 に シ ー ト 材 １ ２ ０ を 挟 み 込 ん で 現 像 剤 撹 拌 部 材 １ ０ ０ を 組 み 立 て る と き は
、 位 置 決 め 用 エ ン ボ ス ９ ２ を 位 置 決 め 用 孔 １ １ ２ ， １ ２ ２ に 差 し 込 ん で 嵌 め 合 わ す 。 こ れ
に よ り 、 こ れ ら 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 １ １ ０ 、 及 び シ ー ト 材 １ ２ ０ を 正 確 に 位 置 決 め で き る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 軸 部 材 ９ ０ に は 、 位 置 決 め 用 エ ン ボ ス ９ ２ に 並 ん で 複 数 の 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ （
本 発 明 に い う 凸 部 の 一 例 で あ る ） が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ は 、 軸 部
材 ９ ０ の 長 手 方 向 に 並 ん で い る 。 押 え 板 １ １ ０ と シ ー ト 材 １ ２ ０ に は 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ９
４ が 差 し 込 ま れ る 溶 着 用 孔 １ １ ４ ， １ ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の 外 径
は 溶 着 用 孔 １ １ ４ ， １ ２ ４ の 内 径 よ り も や や 小 さ い 。 位 置 決 め 用 エ ン ボ ス ９ ２ を 位 置 決 め
用 孔 １ １ ２ ， １ ２ ２ に 差 し 込 ん で 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 １ １ ０ 、 及 び シ ー ト 材 １ ２ ０ を 正 規
の 位 置 に 位 置 決 め を す る こ と に よ り 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ は 溶 着 用 孔 １ １ ４ ， １ ２ ４ に 差
し 込 ま れ る 。 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ が 溶 着 用 孔 １ １ ４ ， １ ２ ４ に 差 し 込 ま れ た 状 態 で は 、 溶
着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の 先 端 部 が 押 え 板 １ １ ０ の 表 面 か ら 数 ミ リ ほ ど 突 出 し て い る （ 飛 び 出 て
い る ） 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 軸 部 材 ９ ０ の う ち 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の 近 傍 の 部 分 に は 凹 部 ９ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ
の 凹 部 ９ ６ は 、 複 数 の 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の 近 傍 そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 深 さ は
約 １ ． ０ ｍ ｍ か ら 約 １ ． ５ ｍ ｍ ま で の 間 で あ る 。 ま た 、 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 １ １ ０ 、 及 び
シ ー ト 材 １ ２ ０ を 正 規 の 位 置 に 位 置 決 め し た 場 合 、 凹 部 ９ ６ は 溶 着 用 孔 １ １ ４ ， １ ２ ４ に
は つ な が ら な い （ 連 通 し な い ） 。 ま た 、 こ の 位 置 決 め し た 状 態 に お い て 、 凹 部 ９ ６ に 重 な
る 孔 （ 貫 通 孔 ） １ １ ６ ， １ ２ ６ が そ れ ぞ れ 押 え 板 １ １ ０ と シ ー ト 材 １ ２ ０ に 形 成 さ れ て い
る 。 従 っ て 、 押 え 板 １ １ ０ の 表 面 か ら は 孔 １ １ ６ ， １ ２ ６ を 通 し て 凹 部 ９ ６ が 見 え る 。 こ
の た め 、 後 述 す る よ う に 現 像 剤 撹 拌 部 材 １ ０ ０ を 分 解 す る と き は 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 １ ０ ０
を 裏 返 し に し な く て 済 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ を 溶 着 し て 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 １ １ ０ 、 及 び シ ー ト 材 １ ２ ０ を 互 い
に 固 定 す る に 際 し て は 、 熱 又 は 超 音 波 等 の 振 動 を 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ に 加 え て こ れ を 溶 融
す る 。 こ れ に よ り 、 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ の う ち 押 え 板 １ １ ０ の 表 面 か ら 突 出 し て い る 先 端
部 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 半 球 部 ９ ８ に な る 。 こ の 半 球 部 ９ ８ の 直 径 は 、 溶 着 用 孔 １ １ ４
， １ ２ ４ の 内 径 よ り も 大 き く て こ れ ら を 塞 ぐ よ う に な る 。 こ の 結 果 、 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板
１ １ ０ 、 及 び シ ー ト 材 １ ２ ０ が 互 い に 強 固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の よ う に 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 １ １ ０ 、 及 び シ ー ト 材 １ ２ ０ が 互 い に 強 固 に 固 定 さ れ
た 現 像 剤 撹 拌 部 材 １ ０ ０ を 分 解 す る 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 押 え 板 １ １ ０ の 表 面 か ら は 孔 １ １ ６ ， １ ２ ６ を 通 し て 凹 部 ９ ６ が 見 え
る 。 そ こ で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 孔 １ １ ６ ， １ ２ ６ を 通 し て マ イ ナ ス ド ラ イ バ １ ３ ０ の よ
う な 固 い も の の 先 端 部 を 凹 部 ９ ６ の 開 口 か ら 奥 へ 差 し 込 み 、 軸 部 材 ９ ０ か ら 押 え 板 １ １ ０
と シ ー ト 材 １ ２ ０ を 引 き 離 す よ う に マ イ ナ ス ド ラ イ バ １ ３ ０ を 捻 る 。 こ の 捻 る 力 は 溶 着 用
エ ン ボ ス ９ ４ の 切 欠 き ９ ５ に 集 中 し て こ の 隅 部 か ら 、 図 ７ に 示 す よ う な 亀 裂 ９ ９ が 切 欠 き
９ ５ の 反 対 側 に 伝 播 し て 溶 着 用 エ ン ボ ス ９ ４ が 破 壊 さ れ る 。 こ の 結 果 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 １
０ ０ が 軸 部 材 ９ ０ 、 押 え 板 １ １ ０ 、 及 び シ ー ト 材 １ ２ ０ の ３ 部 品 に 容 易 に 分 解 さ れ て こ れ
ら を リ サ イ ク ル で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 各 実 施 例 に お い て は 凹 部 の 深 さ を １ ． ０ ｍ ｍ か ら １ ． ５ ｍ ｍ ま で の 範 囲 内 と 説 明
し た が 、 深 さ は こ の 値 に 限 定 せ ず 、 １ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で も 問 題 な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 は 、 現 像 剤 撹 拌 部 材 に 限 ら ず 、 溶 着 を 利 用 し て 複 数 の 部 品 を 固 定 す る 部 品 、 部 材
な ど に 広 く 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 現 像 剤 撹 拌 部 材 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 組 み 立 て ら れ た 現 像 剤 撹 拌 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ ― Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ド ラ イ バ の 先 端 を 凹 部 に 差 し 込 ん で 現 像 剤 撹 拌 部 材 を 分 解 し て い る 様 子 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ の 現 像 剤 撹 拌 部 材 を 切 断 し て 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ３ と 同 様 に 切 断 し た
も の で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ３ の 現 像 剤 撹 拌 部 材 １ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｂ ― Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 溶 着 前 の 部 品 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 溶 着 さ れ て 固 定 さ れ た 従 来 の 溶 着 部 品 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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